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要  約  

コンプノトプノードシ≡ろテム（以ドC，F．S．と1る）に関する消化生理面か吊無痛紀上磯とし  

て，3権現少J純綿科をぺろとLた二飼1叫二′Jいて試験を行な一」た）   

へすレジ、をべスとする飼料傭r†A）こ、とうもろこしサイレージとへインージをノや－スと  

する飼料（配合B）きらにヘイレーンナ漁訝紬粧で惜成さ Lている飼料（配合Cミ）について．そ丸ぞ■  

れ配合給与と飼僻別給与におりる消化泰と筆索出札 および消化管内通過連接を乾乳牛を用いて比  
較検討した。   

配合Aの榊姫肪消化率に才；い’こ配合給加て飼料別給与夫りも有患に高い積寒を示したほかほ，各  

成分．11DN，DCl）にj」いて有意な芦（エ認めらオLなか一】た。窒素出納においても処確聞に逢いはなく  

利用勅ヰiに差ほないことが明▲’プかとなった。消化管内胤包速度においては鮭缶と餌離別給与聞に羞  

が亮慰めらJLた。  

条項敷が小康榛〃ノ）損料ま，乳量に応とこたグノレープ酎ノ，   

システムに必要な鵜飼科¢〕咤分分析や，飼料給与施設ん・）   

問題点どである。しかし従来♭〉群管軌二対する粗放性，   

低生産性というイメージは，これいJシステム導入によ   

って払拭されるであろうし，稲来荻上方向として十分考   

慮さオLるペきであろう。一ん乳′トレ）栄養僕総面か・－i考え   

る≠二，泌乳翻勘こおける高波麿飼料の稽与による樺キの   

障害況）軽減S】や，乾物掛匝量♂〕増粧，借ヤの飼蝕こ対する   

選別採食の捌二など，有利な 

Lかし．慣行法と比較↓てC．F＿S．における飼料利用効率   

ア7 一   

諸  論   

1受65年の考ノレソふ再細説Ⅰやり汰衡コン7リートフィ  

ドシス干上l似下C．y，S，とする）に関する多くの研究報  

告】】，dヰ〉軌川があり，尖醸適ではJ規模拡大に伴う省力萬  

年詳管理月■式〕〕中で覇生産を目指す必要からC．F．S．打率  

入が横控呈的になされてき丈二〔特に最近の7メリカでカ高  

生産生半覇飼育を支え▼こしゝる凝礪領一つとして注ヨきヨL  

てゝ∫るL－－リじy．S．酢改多くめ利点一があるが，同時に経常  

血における実用化でほ軽々Jり而も象．されていろ。特に銅  
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の賓鮫掩驚誕朔；ま趣かこ少なヰ，仮説によくるとこ′ろが多  

い扇¢掛二餌咽では試験成顔が少なく、j今後，こ侶シス  

テム∨各軍太する仁で1解決すべき筒過薫は多いり   

以上跡教条かヰ著者竜は ′、イレージ′をぺ←スとす章  

餌料（ノ以㌣融合Aとナ慈），、とうも、ろこしサイトージとノ＼  

イレーぎをぺ←六とナ各絢料（粗く下配合B′とづる），さ毎  

にヘイレージと濃厚飼料で構成されてい＼る網串キぐ昆ド配  

合㌫たす為卜誤れぞれ牒＼而璧纏与と飼料別感与にぷけ  

る消化隠墾煮出約，ユゴよび消化管内通遅速贋せ，鎧乳  

牛を用♭ユで検討した）  

材料および方法   

塀鱒緑酒榔晒と特徴はyl、abl哲iに示Lた′〔配合  

Aまゴよ汐8ば摂磁艶物／憮盃比を1．箋％に′制限給与した。  

憐試陀乳牛は各処煎3頭づつで12環濠用した。鮎合eトに  

ついてをま療雛料が給与凱）5％穣健出るように飽食させ  

鰍難給与についてはノ，涙拭¢）給与時に滴嫁御料緻与塵  

な鱒阻㌻ることにiって給与比率曹操った。供試懲乳牛  

酎処漫6覿票12∵哀別転用したウキ義盛醜聞は，lI寧旧は  

l野9年1ぎ月研句からl軸0年雪月初旬，2回削土間鋒ユ（！  

虹鱒膵滅優買上軒㌘あi〕，ニ環潤子備矧＝4日巨不潔  

7研削三おいて全糞ゝ賊夜風妖で行な－－′た。消化轡内通遺  

産度怯犯魚Aの試験で馳LいⅠの方法2〉に催い，へず∨レ  

ージをローダミニ玖乾草をプ＝アントグリーンによ  

って突沸染隠し東武険簡約関前Rに離もぞれの観斜l  

甘あたり乾確解与重の4繋．豪を染色醐雛澱如疲鰍射  

たぅなお給与時間は1時間とした仁平喝酵轡時間くは  

じ恨紺LEヴ）溝法ユ）により求めた。  

結果 と 考察  

自由譲合で予了な「た配合Cにきぎ：づる腐食畳鰯比較は，  

メタポタックぷヂメナヤズあたr欄魔物染抜寮偉で主夫猟  

料餌給・如i飢g減食給与が削gぞあり蓋ヰま潜めら推ぽ  

か1され（Tablelにの∫たうな嶺巣は最〔軋郡民ら）斡減ÅR．  

S下IAl－【′ら匂】liAX’【くE又ら】〉も戦費Lてしゝ桑軋，こごオL喜こ対して  

震（弟PIJCKら4－は，鮒％とうもろこしサイレーダと，4畷  

の漁嗅鯉料引換試し，コンプリ」17《－ド、と、しで新潮  

給与Lた均軌乾物を言7％多く摂取したことを麗督しで差）  

る¢乾物摂取量につし1てほ，GlLむ5）がそβ〕澹説の中で．コ  

ンプリートファード給与時の線条蟄碍増如は，そ朝物窪  

酌な形状とエネンレギー漠獲滋養び裸党頻渡に蘭綴するヱ  
とj、そLて陛行法と1七較Lて綱司でンの給与揉舞衆意を噂  

す実例が多いことを務めてし1る。素顔険恐房）巌纂はエ各  

ルギー効率の番い乾乳ノトを偶試したこと，ネタ、シナョン  

滑各腐斡触でみることなどによる吏）正ほ考えたn   

T油Ie2に，酷符鰐料とそれ考構成しぞい各個冬担飼  

rり1いナぺ：Ji∴■、TユhlllS∴ け†l二．■、1  

レ」ヅ乃薙酵品質冬扇Lた。虔始見違ゴよぴBを構成して  

いるヘイレージは，水分が35艶と魔将に低いにもか漉・わ  

らずプuピオン健が若干含まれており，点品質＆ゝほ言い  

一助bl一 侵aliく〉珠句Ⅲ頼揉巌咄ネ頑1押印璃tP了沌！繭詭‖fl高射eぬ血ts  

＼：．．rl  ＼l∴1：て  

（r童瑚ぞ）  S、m  

k紬けr DM拍蕗kさ  飢11n！ak㌣  
－、・＼：‥  

、    ‥、・  

鉛苅d【）i  

浪速拍代  Ⅰ噛re〔liし†nlゞ  

D＼榊1  ぐ転  結  喜  

1．3  7り．3   髄．き  
‖．21．泰〕   温．7  5．1  

恥Yl脚 7月  

ノ1 1Ⅰ1タ  2事  

丈二（血石il那㌍  7  

（：l〔膏血嗅．もr5†c，utin柑79  

仁JGれ洩inlき7．も「きlぬか勧両級也1  
印刷夕如廃山那頑3私印代鼓抑感  
Yukizlm割下転し彊  

（、0′‡lJ・印一手～l王P  35  Nじ．1踊東研h射Ye財点d，af郎灘  
叫麒ぺ画幅＝＝t肘永5ilr）  

B tIayl叩㌍  

Il苛y  

n如東側湘南  

■
1
 
∴
＝
 
 

讃
 
巧
〉
－
 
 
 

1．さ  卵．孝   弘．1  
e†．l－ユ．3）  5．6  1．4  

Y11kiEifusi恥．1霹  

臼じ血血1〉・．展rヌー如け毎l9紛  

Ⅵ両頭鵬＝毎1あin   
9ノ ぷ  

∫云1【㌘  り∴．。〉 ：  

♯IiI緑津排中／V怖ItIi（・b川】YS二か  



乳牛昭全飼料配合給与方式に関する研究  355  

千able3．＝津血雨11…叫購吊叩吊叛か押印l噂り叩ヰ＝叩＝恒右打川津相購1H  

恥  
bIi机汀P  l礪一軒淋nてS  l）ト寸  ！）＼1   べ′1〕ド  ＼rヱr  

l：ヒ＼しl・i  

t、  i＼、  

〔’【珊料血潮扁  

事
 
々
U
 
？
▲
 
 

A
▲
 
′
口
 
〃
寸
 
 

「
 
 
ヾ
．
 
＼
、
 
 

3
 
J
 
9
夕
〕
 
呈
 
」
 

粛
∴
瀾
…
り
二
服
用
≠
 
朋
 
1
Q
 
 

イ
．
」
 
い
 
 

7
ノ
只
V
 
■
h
 
 

つ
け
 
り
む
 
9
 
 

し’坤＝兢願  

∴ト∴  
鮎y  

ぐ侶甘が需開扉  

リ
】
 
ハ
U
 
且
▲
 
0
 
 

1
4
一
 
〇
 
ハ
リ
 
3
 
 

〔
l
上
 
9
 
9
 
段
 
 

匂
）
 
八
想
n
a
7
 
 

日
ノ
】
 
．
Ⅵ
「
 
｛
ト
▲
U
 
4
 
＝
■
 
〓
 
 
‥
ヽ
 
＼
 
 

｛
〓
V
 
l
 
l
 
【
．
′
 
 
 

5
 
」
4
 
一
年
 
†
l
 
 

3
 
爪
ハ
リ
 
9
 
」
且
⊥
 
 

4
 
－
ト
【
り
 
5
 
1
 
 

ⅠⅠ、ユリl礪¢  

r川肌竹山「打仲  ■
 
 

〇
 
 

9
．
急
 
n
n
¶
、
9
 
 

小
い
 
け
‥
 
 

黍
 
ワ
′
 
 

く、t㈹plrlp如dA  65．7  90．4  14．ユ  

（‘り用1）】etヒ‡窄Pd rう  5瀧．q  ∈き1．9  12．5  

を、l呵）l紬ー申し▲d‡、  開．2  弧6  掩．G  

」
」
 
 

▼
1
 
 
1
 
 
1
 
 

見
）
 
（
り
 
日
日
 
 

〇
J
 
【
ム
 
V
4
 
 

平凡blβ3．ぐh‖■1…l川】1T州りj511利率㌧鋸1d七日ケ1昭e  

－1n（1（l（軽一 → ← 師11軋 → ←（努■－－－－  
域－  

中朝や  ■ ド  
門－1rl■・Å  ’ヱ L◆ユ ぐ・  

Tlニ印1  

t如！榔in197g  罰．1 4．9 1竃．9 14．4  ′】．5  B8  2桂    Z語・雪  7・2  

（■り－・れ貼轍  77．1 3．7 39．9 ：i5．b jl．7 180  一   一  難・ユ 13・8  

H芸IyI聯in1988  軋（J … 17．2  2．官  … 100  軋1 4・8  

1’油1e1＿l〕iF¢lよ汎ilうilさ－抽出擁郎郁」ト机mふ加  

tZl】   
鴨
し
 
 

闇
 
 

輝
射
 
 

l
ハ
．
 
 

M烏丸lし、  TFeユ痛州  IJれl （〕M ぐⅠ－rくi（’．ド良1  T
 
 

（
′
0
 
7
ハ
U
 
 

＃
′
4
 
八
h
▼
1
 
 
 

■
 
」
 
】
 
 
」
＝
 
 

八
一
U
 
 
 
〔
J
 
 

且
⊥
窒
 
八
U
ウ
】
 
 

〈
∪
ハ
ー
シ
 
1
2
 
 

、
n
 
り
 
 
ト
 
ヽ
‥
 
 

○
ノ
】
2
 
1
几
止
 
 

∴
∵
 
 
 
 
．
ト
 
 

克
γ
∩
∨
n
）
只
 
 
 

7
 
 
 
q
／
 
 

「
、
、
ヾ
．
 
ヽ
 
ハ
 
 

く
ツ
ー
「
口
 
人
h
9
 
 

3
バ
¢
A
－
・
」
▼
つ
d
 
 

り
す
5
 
3
つ
り
 
 

7
L
り
 
7
〓
1
 
 

り
．
】
管
〉
 
▲
n
二
㌍
 
 

－
わ
り
〕
 
■
3
∴
㌢
 
 

－
 
 
 
－
 
 

1
⊥
↑
n
 
㌧
n
U
【
r
 
 
 

、
H
〓
．
1
 
（
リ
3
 
 

A
L
ハ
リ
 
l
l
 
 
 

－
 
－
 
 
・
 
 
1
 
1
・
－
 
 

∴
 
 
 
∴
 
 

極
々
「
8
－
∂
∩
▲
 
 
 

華
 
 
け
′
 
 

t
－
3
 
n
包
2
 
 

一
h
山
 
 
 
一
∂
 
 

2
∵
b
 
1
4
．
 
 

卵
L
甜
告
 
 、

、
∴
 
 
∵
」
1
．
 
 

ほ
y
ハ
リ
 
q
－
・
U
 
 

－
I
 
■
 
し
．
ト
 
 

■
㍉
 
 

こ
 
 
▲
－
‥
 
 

斗
 
 
打
J
 
 

ヽ
L
 
l
 
 
、
㌧
 
∵
 
 

－
 
ク
】
 
き
ゃ
ー
 
 

′
‖
 
、
，
、
ト
ト
 
 
 

〔
り
3
 
2
2
 
 

ハ
J
3
 
g
．
3
 
 

1
ト
ビ
い
W
 
r
h
J
9
〕
 
 
 

首
 
 
 
6
 
 
 け薄射郎叫叫互い脇k巾   



岡本明治・薫田別人  

Table5」Nitrりgぎnt）alane戸  

口勘ー．gノd8y  

356  

ト、1．▲ll  

亀  Si〕  

Fネee5 tTflhゼ ロi脚一 丸ビCu－Ⅶ11 丁・宣一二alしIri、n A⊂・（ワuI－は血豆雨血－   
ド （lry耳l且1ぐdN i舶d告  

hl iblギ  lも1仁・d  

N  N ●  k
e
 
 

顆
湖
 
 

k
 
〓
＼
 
 

k
 
 

し
、
＼
 
 

桝野洲由  
＼  

唱
属
 
ワ
ー
5
 
 

翠
川
鱒
1
2
 
 
 

3
n
u
 
7
血
音
 
 

羽
1
6
翼
乱
 
 
 

7
－
人
〓
）
‖
u
∧
〓
）
 
 
 

，
・
〔
．
．
 
■
ヽ
・
、
J
 
 

J
l
 
い
い
－
 
 

ゼ
 
 
 

”
 
、
 
鞄
 
M
i
 
 

11戸．さ   

S1  

112▲3   

d，昏  

5
1
 
1
「
－
J
 
 

4
3
 
〔
Y
d
へ
1
り
 
 

l
偏
り
 
3
、
笥
 
 

5
ル
4
－
 
買
∵
1
 
 

〕
バ
T
－
 
 
・
一
l
 
 

サ
】
月
丁
 
3
り
山
 
 

3
2
 
勺
∴
－
1
 
 

l
ニ
b
 
1
9
 
 

ガ
イ
・
烏
一
・
l
八
U
 
 

ウ
ん
1
 
2
1
一
 
 

l
n
り
 
n
B
4
 
 

¢
印
」
雄
 
n
U
Y
O
 
 

r
l
 
 
 
り
む
↓
1
 
 

ロ
U
9
 
9
¢
U
 
 

9
1
 
〔
J
8
 
 

リ
】
1
 
3
官
 
 

ウ
｝
3
 
1
－
プ
】
 
 

1
4
 
9
ヽ
U
 
 

9
」
・
4
＋
・
点
こ
7
 
 

．
■
 
 
 
 
一
J
 
－
 
 

勺
り
粂
U
 
【
ぷ
7
 
 

封
に
 
心
‥
1
 
 

〔
】
へ
一
 
1
「
L
 
 

5
 6
1
 

一
U
【
点
 
っ
W
甘
 
 

9
1
 
∧
M
叫
（
t
J
 
 

、
、
｝
．
h
＼
 
■
∴
一
ヽ
＝
 
 

3
2
 
9
5
 

A
）
9
】
 
良
 
l
 
 

認
 
 

■
1
年
川
U
 
▼
⊥
腰
 
 
 

骨
一
 
 
 
望
J
－
1
 
 邁
5
 
ワ
］
A
U
 
 

鴎
4
飢
L
 
 

q
“
－
1
 
q
ニ
岩
 
 

雄
良
二
汐
ア
 
 

ハ
リ
6
 
3
昏
 
 

3
 
 
 
3
 
 

∩
り
4
 
g
 
l
 
 

J
リ
 
 
 
な
J
 
 

（
昔
7
 
g
 
n
U
 
 

7
 
 
 
6
ハ
′
】
 
 

管
こ
温
 
1
＆
 
ウ
P
5
 
ウ
】
且
▲
 
 

二
∵
 
－
 
 
■
、
し
 
1
 
 

嵐
；
J
・
槌
n
 
 

畠
【
～
 
竃
ハ
Q
 
 

サ
ト
l
 
n
蔦
1
 
 

9
ウ
淘
 
演
Y
什
D
 
 

〔
急
｛
ノ
 
（
〇
一
・
l
 
 

爪
U
ク
｝
 
（
ジ
ュ
l
 
 

隠
田
9
】
 
0
ぬ
八
V
 
 

封
別
 
 

什
 
 
＼
 
 

竃
湧
蓋
竜
 顔
節
義
華
嘗
笹
澄
嘗
恵
蒼
 
 

＝堅   l：う21   L1ト Ih  

li豆 裏館姐 う（■ 7三 81 珂 圧恥 り一Itうコ11⊥l甜 ＝11憩1さい   

T擁や油eri諒断涙ぐ畔  

悌か戒厳翻如博通醗如磨＝麺打¢山井油坤軌跡顆酢十N梅坪将耶轟1耳†通Te  
頼坤頑  
軋LV∂1膵＝即′iI疲di‰r如l  由れh†冊融か雄く溌倒  

難い状態であった埠とうもるこしサオkナざ隕．感聯普 と赤鬼られた8顧哲捻弛れイレ－ダ塚水餅、4お琴普姦攣，  

77％と高く′′ゝ覿熟敷石収触れ貰奴毀誉ヱ速凝着一機蠍 箋詳晶賓む良好であ藩娩若璃納掛は嘲感慨軌  
跡可頼匝一軒絢沖転及Ⅵ関澤一軍二段抜1畢常襲凛琶′ た頁  

ありざ廃酸臨簸も三甲浪怒如た已乾草比l帝革盈、硝軍  師捕と磯仕度食を 
聯ありぅ霧日常ほ1鱒繋凝摸菅率孝養‰や準鷲驚 資産感激曙鱒において萄聯粥畢卿潮解翫拍靂覿  

糾－   
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高い瀾を示したほかは，各威かこ貫ほなく，またTDN，  

DCP含量とも処理間に有意凄を認めなかった。配合A由  

粗脂肪線化率の違いは，他の配合で善が認め－：｝れないの  

で本試験の結果のブナからの考察は遜iナたい。窒素出納に  

ついては、各配合～り処理間での摂取窒素は，ほぼ近似し  

ており尊び錘1輔性につ十ての比較は可能である。（Table  

5）各項目ク）処理間で窒素び〕利用琴率に登はないとふられ  

る。   

F葺、g．1嫁，紺化管内通過遠牽を諏■牒た虜に鈴与した  

染色細料の排泄曲線を示L、たものである。ニの曲線から  

求めた平均滞留時間は，巧己合給与時のヘイレージカi57．8  

時間，乾草iま65時間でか〕菱は認められ仁し－が，飼料削  

給与時ではへイレージが55．9時間に対し乾草が7P．2′時  

間ヒなり，明らかに乾草の滞留時間が長い結果を示した。 

へイレーづJ、と乾草J〕物理的な形状を単純に比較す牒と，  

給与時の切断長は，ヘイレージが18～12hlmに対し野草  

は、3り・、50mnlであり，通常この程度の蝿断長の違いは，  

滞留時間にはとくべつ影響しない1コ■と考えられてお†∴  

本試験では供試したへ・fレージと乾草の可消化繊縦ぶぷ）  

菱，RuIllenr人」発語の彩響と考えられるひ」かし，和合と  

分別給与によi），消ノヒ管内粥留時間に薫が認か：）れると  

すれば，コンプリートフィードを特徴づける・要因とし  

て興味ある問題となろう。   

以上∴配合給与と飼料別給与■について消′ヒ率，窒素出  

納を中心に検討したが，他の報告り伽Ⅰと同様有意な差は  

認められな頑、った。実際的な問題としてコンプ∵－トフ  

ィードは群飼万式において使用されることが多く川，家畜  

闇び）競合による影轡を緩利ナる利点の方が強いと考えら  

dLる。叉，関を混合したか、しち■いかによる度〔；三R11men  

内の徴ヰ物屈性に対する基質の均一性に影響する♭′ことは  
十分考えられるが，見かけけ〕消化率、窒素出納にまで影  

幣をおよほぐニヒ；j少ないと考えられた。しかし，本試  

験ほ短期間の出納試験であり，家畜ヴ）健康管理などと共  

に長期間の飼養にままける影宰は今後検討すべき問題であ  
ろう。  
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